
(57)【要約】

【課題】遠心ポンプ特に低速度形遠心ポンプの羽根車の

製造を容易にする。

【解決手段】羽根を囲む前部シュラウドと後部シュラウ

ドの部分で中心部分と外周部分とに同心二つ割りし、第

１の部材Ａと第２の部材Ｂとして別々に製造し、接着あ

るいは機械的接合により一体の羽根車とする。第１の部

材Ａには枚数の少ない（例えば３枚の）入口羽根１１ａ

を設け、第２の部材Ｂには枚数の多い（例えば６枚の）

出口羽根１１ｂを設ける。そして、入口羽根１１ａと出

口羽根１１ｂとが周方向にずれた配置となるよう組み付

ける。また、入口羽根１１ａは、内周側端部が回転軸線

に対しねじれつつ羽根車目玉１７まで張り出すねじれ形

状とする。

【選択図】　　　　図１

JP 2004-232525 A 2004.8.19



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
回 転 軸 の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る 複 数 枚 の 羽 根 と 、 こ れ ら 複 数 枚 の 羽 根 を 回 転 軸 方 向
の 両 側 か ら 囲 ん で 各 羽 根 間 に 内 周 側 の 羽 根 入 口 か ら 外 周 側 の 羽 根 出 口 に 至 る 羽 根 通 路 を 形
成 す る シ ュ ラ ウ ド と 、 少 な く と も 回 転 軸 方 向 一 側 の シ ュ ラ ウ ド の 内 周 側 に 連 設 さ れ 前 記 羽
根 入 口 を 回 転 軸 方 向 の 前 方 に 向 け 開 口 さ せ る 羽 根 車 目 玉 と 、 ポ ン プ 軸 を 貫 挿 さ せ る 羽 根 車
ボ ス と を 有 す る 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 で あ っ て 、
前 記 複 数 枚 の 羽 根 を 囲 む シ ュ ラ ウ ド の 所 定 位 置 で 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と に 分 割 し て 径 方 向
同 心 二 つ 割 り と し た 二 つ の 部 材 を 構 成 要 素 と し 、 そ れ ら 二 つ の 部 材 を 接 着 ま た は 機 械 的 接
合 に よ り 一 体 化 し て な る こ と を 特 徴 と す る 同 心 二 つ 割 り 羽 根 車 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 枚 の 羽 根 は 、 前 記 中 心 部 分 と 前 記 外 周 部 分 と で 枚 数 を 異 な ら せ 、 前 記 中 心 部 分 の
羽 根 数 を 少 な く し 、 前 記 外 周 部 分 の 羽 根 数 を 多 く し て 、 そ れ ら 中 心 部 分 の 羽 根 と 外 周 部 分
の 羽 根 を 分 割 位 置 に お い て 相 互 に 周 方 向 に ず れ た 配 置 と す る と と も に 、 前 記 中 心 部 分 の 各
羽 根 を 、 内 周 側 端 部 が 回 転 中 心 線 に 対 し ね じ れ つ つ 前 記 羽 根 車 目 玉 ま で 張 り 出 す ね じ れ 形
状 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 同 心 二 つ 割 り 羽 根 車 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 外 周 部 分 の 羽 根 は 、 ね じ れ の 無 い 渦 巻 き 羽 根 の 形 状 で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の 同 心 二 つ 割
り 羽 根 車 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 中 心 部 分 の 羽 根 を ２ ～ ４ 枚 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ 記 載 の 同 心 二 つ 割
り 羽 根 車 。
【 請 求 項 ５ 】
回 転 軸 の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る 複 数 枚 の 羽 根 と 、 こ れ ら 複 数 枚 の 羽 根 を 回 転 軸 方 向
の 両 側 か ら 囲 ん で 各 羽 根 間 に 内 周 側 の 羽 根 入 口 か ら 外 周 側 の 羽 根 出 口 に 至 る 羽 根 通 路 を 形
成 す る シ ュ ラ ウ ド と 、 少 な く と も 回 転 軸 方 向 一 側 の シ ュ ラ ウ ド の 内 周 側 に 連 設 さ れ 前 記 羽
根 入 口 を 回 転 軸 方 向 の 前 方 に 向 け 開 口 さ せ る 羽 根 車 目 玉 と 、 ポ ン プ 軸 を 貫 挿 さ せ る 羽 根 車
ボ ス と を 有 す る 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
前 記 複 数 枚 の 羽 根 を 囲 む シ ュ ラ ウ ド の 任 意 の 位 置 で 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と に 分 割 し て 径 方
向 同 心 二 つ 割 り と し た 二 つ の 部 材 を 構 成 要 素 と し て 、 そ れ ぞ れ を 別 々 に 形 成 し 、 そ れ ら 二
つ の 部 材 を 組 み 合 わ せ 、 接 着 ま た は 機 械 的 接 合 に よ り 一 体 化 し て 羽 根 車 と す る こ と を 特 徴
と す る 同 心 二 つ 割 り 羽 根 車 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 外 周 部 分 を 構 成 す る 部 材 は 、 羽 根 数 、 羽 根 出 口 幅 、 羽 根 出 口 角 の 少 な く と も い ず れ か
一 つ を 異 な ら せ て 複 数 種 用 意 し 、 要 求 さ れ る ポ ン プ 性 能 に 応 じ て そ の い ず れ か 一 種 を 選 択
し て 前 記 中 心 部 分 を 構 成 す る 部 材 と 組 み 合 わ せ 、 一 体 化 し て 羽 根 車 と す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ５ 記 載 の 同 心 二 つ 割 り 羽 根 車 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 遠 心 ポ ン プ 特 に 低 速 度 形 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 と し て 好 適 で 製 造 容 易 な 羽 根 車 及
び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
低 速 度 形 遠 心 ポ ン プ （ 渦 巻 き ポ ン プ ） の 羽 根 車 と し て 、 渦 巻 き 状 に 配 置 し た 複 数 枚 の 羽 根
を 前 後 か ら シ ュ ラ ウ ド （ 囲 い ） で 囲 っ て 各 羽 根 間 に 羽 根 通 路 を 形 成 し た 羽 根 車 （ イ ン ペ ラ
ー ） が 従 来 か ら 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 羽 根 車 は 、 よ り 詳 細 に
は 例 え ば 図 ３ に 示 す と お り で 、 回 転 軸 Ｃ の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る 複 数 枚 （ 例 え ば ５
枚 ） の 羽 根 １ と 、 こ れ ら 複 数 枚 の 羽 根 １ を 回 転 軸 方 向 の 前 後 か ら 囲 ん で 各 羽 根 １ 間 に 内 周
側 の 羽 根 入 口 ２ か ら 外 周 側 の 羽 根 出 口 ３ に 至 る 羽 根 通 路 ４ を 形 成 す る 前 部 シ ュ ラ ウ ド ５ お
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よ び 後 部 シ ュ ラ ウ ド ６ と 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド ５ の 内 周 側 に 連 設 さ れ 羽 根 入 口 ２ を 回 転 中 心 線
方 向 の 前 方 に 向 け 開 口 さ せ る 羽 根 車 目 玉 ７ と 、 後 部 シ ュ ラ ウ ド ６ の 内 周 側 に 連 設 さ れ ポ ン
プ 軸 （ 図 示 せ ず ） を 貫 挿 さ せ る 羽 根 車 ボ ス ８ と を 有 し て い る 。 そ し て 、 こ の 種 の 羽 根 車 は
、 従 来 、 羽 根 出 口 幅 が 小 さ く て 、 一 体 鋳 造 が 困 難 で あ る た め 、 回 転 軸 方 向 の 前 後 に ２ 分 割
し 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド ５ と 羽 根 車 目 玉 ７ と を 一 体 に 鋳 造 し 、 羽 根 １ と 後 部 シ ュ ラ ウ ド ６ と 羽
根 車 ボ ス ８ と を 別 途 一 体 に 鋳 造 し 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド ５ か ら 羽 根 １ を 通 っ て 後 部 シ ュ ラ ウ ド
６ に 抜 け る 一 連 の ビ ス 穴 ９ を 設 け 、 組 み 合 わ せ 、 ビ ス 穴 ９ に ビ ス １ ０ を 通 し て か し め る 方
法 で 、 一 体 の 羽 根 車 と し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
大 町 昌 義 著 「 う ず 巻 ポ ン プ の 設 計 」 パ ワ ー 社 、
１ ９ ７ １ 年 ３ 月 ２ ０ 日 、 Ｐ ． ４ ２ － ４ ７
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 回 転 中 心 線 方 向 の 前 後 に ２ 分 割 し て 鋳 造 し 、 組 み 合 わ せ て 、 ビ ス 止 め す る
上 記 従 来 の 羽 根 車 は 、 合 わ せ 面 や ビ ス 穴 の 精 度 を 出 す 加 工 が 容 易 で な く 、 ま た 、 か し め 作
業 が 必 要 で 、 製 造 が 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 発 明 は 、 比 速 度 の 小 さ い 低 速 度 形 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 と し て 好 適 で 製 造 容 易 な 同 心 二
つ 割 り 羽 根 車 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 回 転 軸 の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る 複 数 枚 の 羽 根 と 、 こ れ ら 複 数 枚 の 羽 根 を
回 転 軸 方 向 の 両 側 か ら 囲 ん で 各 羽 根 間 に 内 周 側 の 羽 根 入 口 か ら 外 周 側 の 羽 根 出 口 に 至 る 羽
根 通 路 を 形 成 す る シ ュ ラ ウ ド と 、 少 な く と も 回 転 軸 方 向 一 側 の シ ュ ラ ウ ド の 内 周 側 に 連 設
さ れ 羽 根 入 口 を 回 転 軸 方 向 の 前 方 に 向 け 開 口 さ せ る 羽 根 車 目 玉 と 、 ポ ン プ 軸 を 貫 挿 さ せ る
羽 根 車 ボ ス と を 有 す る 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 で あ っ て 、 複 数 枚 の 羽 根 を 囲 む シ ュ ラ ウ ド の 所
定 位 置 で 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と に 分 割 し て 径 方 向 同 心 二 つ 割 り と し た 二 つ の 部 材 を 構 成 要
素 と し 、 そ れ ら 二 つ の 部 材 を 接 着 ま た は 機 械 的 接 合 に よ り 一 体 化 し て な る こ と を 特 徴 と す
る 同 心 二 つ 割 り 羽 根 車 を 提 供 す る 。 こ の 羽 根 車 は 、 片 吸 い 込 み 式 ポ ン プ の 羽 根 車 で あ っ て
よ く 、 ま た 、 両 吸 い 込 み 式 ポ ン プ の 羽 根 車 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
複 数 枚 の 羽 根 は 、 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と で 枚 数 を 異 な ら せ 、 中 心 部 分 の 羽 根 数 を 少 な く し
、 外 周 部 分 の 羽 根 数 を 多 く し て 、 そ れ ら 中 心 部 分 の 羽 根 と 外 周 部 分 の 羽 根 を 分 割 位 置 に お
い て 相 互 に 周 方 向 に ず れ た 配 置 と す る と と も に 、 中 心 部 分 の 各 羽 根 を 、 内 周 側 端 部 が 回 転
中 心 線 に 対 し ね じ れ つ つ 羽 根 車 目 玉 ま で 張 り 出 す ね じ れ 形 状 と す る の が よ い 。 外 周 部 分 の
羽 根 は 、 ね じ れ の 無 い 渦 巻 き 羽 根 の 形 状 で あ る の が よ い 。 そ し て 、 中 心 部 分 の 羽 根 は 、 例
え ば ２ ～ ４ 枚 と す る の が よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 こ の 発 明 は 、 回 転 軸 の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る 複 数 枚 の 羽 根 と 、 こ れ ら 複 数 枚
の 羽 根 を 回 転 軸 方 向 の 両 側 か ら 囲 ん で 各 羽 根 間 に 内 周 側 の 羽 根 入 口 か ら 外 周 側 の 羽 根 出 口
に 至 る 羽 根 通 路 を 形 成 す る シ ュ ラ ウ ド と 、 少 な く と も 回 転 軸 方 向 一 側 の シ ュ ラ ウ ド の 内 周
側 に 連 設 さ れ 羽 根 入 口 を 回 転 軸 方 向 の 前 方 に 向 け 開 口 さ せ る 羽 根 車 目 玉 と 、 ポ ン プ 軸 を 貫
挿 さ せ る 羽 根 車 ボ ス と を 有 す る 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 の 製 造 方 法 と し て 、 複 数 枚 の 羽 根 を 囲
む シ ュ ラ ウ ド の 任 意 の 位 置 で 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と に 分 割 し て 径 方 向 同 心 二 つ 割 り と し た
二 つ の 部 材 を 構 成 要 素 と し て 、 そ れ ぞ れ を 別 々 に 形 成 し 、 そ れ ら 二 つ の 部 材 を 組 み 合 わ せ
、 接 着 ま た は 機 械 的 接 合 に よ り 一 体 化 し て 羽 根 車 と す る こ と を 特 徴 と す る 同 心 二 つ 割 り 羽
根 車 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 同 心 二 つ 割 り 羽 根 車 の 製 造 方 法 に お い て 、 外 周 部 分 を 構 成 す る 部 材 は 、 羽 根 数 、 羽 根
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出 口 幅 、 羽 根 出 口 角 の 少 な く と も い ず れ か 一 つ を 異 な ら せ て 複 数 種 用 意 し 、 要 求 さ れ る ポ
ン プ 性 能 に 応 じ て そ の い ず れ か 一 種 を 選 択 し 、 中 心 部 分 を 構 成 す る 部 材 と 組 み 合 わ せ 、 一
体 化 し て 羽 根 車 と す る も の で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に お い て 、 羽 根 車 を 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と に 径 方 向 に 同 心 二 つ 割 り と す る 位 置 （ 分
割 位 置 ） は 、 複 数 枚 の 羽 根 を 挟 む 前 部 シ ュ ラ ウ ド お よ び 後 部 シ ュ ラ ウ ド の 部 分 の 任 意 の 位
置 で あ っ て よ い 。 ま た 、 羽 根 の 分 割 位 置 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド の 分 割 位 置 、 後 部 シ ュ ラ ウ ド の
分 割 位 置 は 、 径 方 向 の 同 じ 位 置 で あ っ て も よ く 、 異 な る 位 置 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ う し て 任 意 の 位 置 で 径 方 向 に 同 心 二 つ 割 り と し た 羽 根 車 の 中 心 部 分 お よ び 外 周 部 分 を 構
成 す る 二 つ の 部 材 は 、 そ れ ぞ れ を 別 々 に 鋳 造 す る こ と が で き 、 羽 根 通 路 が 径 方 向 に 分 割 さ
れ 、 中 心 部 分 お よ び 外 周 部 分 の そ れ ぞ れ に お い て 、 通 路 長 が 短 小 化 す る と と も に 通 路 形 状
が 単 純 化 す る た め 、 通 路 間 隙 が 小 さ く て も 鋳 造 が 容 易 で 、 通 路 間 隙 の 小 さ い 羽 根 出 口 を 含
む 外 周 部 分 の 鋳 造 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 別 々 に 鋳 造 し た 二 つ の 部 材 は 、 径 方 向 に 同 心 二 つ 割 り で あ る た め 、 容 易 か つ 確 実
に 組 み 付 け る こ と が で き 、 接 着 に よ り 、 あ る い は 溶 着 、 圧 接 、 溶 接 、 焼 き ば め 、 冷 や し ば
め や 、 接 合 部 分 を ネ ジ 加 工 す る こ と に よ る ネ ジ 接 合 等 の 機 械 的 接 合 に よ り 、 精 度 を 損 な う
こ と な く 容 易 か つ 確 実 に 接 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ の た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 回 転 中 心 線 方 向 の 前 後 に ２ 分 割 し た 構 成 の 羽 根 車 に 比
べ 、 羽 根 車 の 製 造 が 格 段 に 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 羽 根 車 は 、 中 心 部 分 の 羽 根 数 を 少 な く し 、 例 え ば ２ ～ ４ 枚 と す る こ と に よ
り 、 低 速 度 形 ポ ン プ の 羽 根 車 の 羽 根 入 口 の 面 積 の 減 少 を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 製 造
が 容 易 と な る 。 そ し て 、 そ の 中 心 部 分 の 羽 根 は 、 羽 根 数 を 少 な く す る と と も に 、 各 羽 根 を
、 内 周 側 端 部 が 回 転 軸 線 に 対 し ね じ れ つ つ 羽 根 目 玉 部 ま で 張 り 出 す ね じ れ 形 状 と す る こ と
に よ り 、 羽 根 入 口 で 水 等 を 羽 根 通 路 内 部 へ ス ム ー ズ に 流 入 さ せ る ガ イ ド （ イ ン デ ュ ー サ ）
と し て 機 能 さ せ 、 吸 い 込 み 性 能 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 こ の よ う に 中 心 部 分 は 羽 根 数 を 少 な く し 、 ね じ れ 形 状 と し て 、 製 造 容 易 で 且 つ 吸
い 込 み 性 能 を 確 保 で き る も の と す る 一 方 で 、 外 周 部 分 の 羽 根 数 を 多 く す る こ と に よ り 、 ポ
ン プ 効 率 を 高 め 、 発 生 揚 程 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 こ の よ う に 中 心 部 分 の 羽 根 と 外 周 部 分 の 羽 根 の 枚 数 を 異 な ら せ る と と も に 分 割 位 置
に お い て 相 互 に 周 方 向 に ず れ た 配 置 と す る こ と に よ り 、 羽 根 設 計 の 自 由 度 が 大 き く な り 、
特 に 、 羽 根 出 口 を 構 成 し 圧 力 を 発 生 す る 外 周 部 分 の 羽 根 数 、 羽 根 出 口 幅 、 羽 根 出 口 角 等 の
設 計 の 自 由 度 が 大 き く な る 。 そ し て 、 圧 力 を 発 生 す る 外 周 部 分 の 羽 根 数 を 多 く し 、 ま た 、
羽 根 出 口 角 を 大 き く し て 、 発 生 揚 程 を 増 大 さ せ る よ う に で き 、 そ の た め 、 羽 根 車 外 径 を 小
さ く す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 羽 根 出 口 幅 を 大 き く 取 る 設 計 が で き る よ う に な り 、 鋳
造 等 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 羽 根 車 に お い て 、 中 心 部 分 の 羽 根 は 、 主 と し て 吸 い 込 み 用 の ガ イ ド と し て 機 能 し
、 流 入 し た 液 体 を 吸 い 込 み 、 軸 方 向 か ら 外 周 方 向 へ ス ム ー ズ に ガ イ ド す る 。 そ し て 、 外 周
部 分 の 羽 根 は 、 主 と し て 圧 力 発 生 用 と し て 機 能 し 、 中 心 部 分 の 羽 根 か ら 外 周 方 向 へ 流 出 す
る 液 体 を ス ム ー ズ な 流 れ の ま ま 流 入 さ せ る こ と に よ り 、 圧 力 を 発 生 し 、 羽 根 出 口 か ら 流 出
さ せ る 。 中 心 部 分 の 羽 根 数 と 外 周 部 分 の 羽 根 数 が 異 な り 、 分 割 位 置 に お い て 羽 根 が 相 互 に
ず れ て い て も 、 中 心 部 分 の 羽 根 か ら 流 出 す る 液 体 を 大 き な 抵 抗 な く ス ム ー ズ に 外 周 部 分 の
羽 根 通 路 に 流 入 さ せ る こ と は で き 、 羽 根 車 と し て 機 能 上 問 題 を 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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本 発 明 は 、 比 速 度 ２ ０ ０ 以 下 程 度 の 低 速 度 形 遠 心 ポ ン プ の 羽 根 車 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 鋳 鉄 、 鋳 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 銅 合 金 等 、 鉄 あ る い は 非 鉄 金 属 を 材 料 と す
る 羽 根 車 を は じ め 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 樹 脂 類 、 セ ラ ミ ッ ク そ の 他 を 材 料 と す る 羽 根 車 に も
適 用 で き 、 ま た 、 鋳 造 、 プ レ ス 加 工 、 焼 結 等 様 々 な 方 法 で 製 造 す る 羽 根 車 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 羽 根 車 の 一 例 を 示 し て い る 。 こ の 羽
根 車 は 、 片 吸 い 込 み 式 ポ ン プ の 羽 根 車 で 、 比 速 度 ２ ０ ０ 以 下 程 度 の 低 速 度 形 遠 心 ポ ン プ （
渦 巻 き ポ ン プ ） の 半 径 流 型 の 羽 根 車 を 、 中 心 部 分 を 構 成 す る 第 １ の 部 材 Ａ と 外 周 部 分 を 構
成 す る 第 ２ の 部 材 Ｂ と に 径 方 向 同 心 二 つ 割 り と し 、 そ れ ら 第 １ の 部 材 Ａ と 第 ２ の 部 材 Ｂ を
構 成 要 素 と し て 組 み 合 わ せ 、 接 着 ま た は 機 械 的 接 合 に よ り 一 体 化 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ の 部 材 Ａ お よ び 第 ２ の 部 材 Ｂ は 、 鋳 鉄 、 鋳 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 銅 合 金 等 、 鉄 あ る い は
非 鉄 金 属 を 材 料 と す る も の で あ る 。 そ の 他 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 樹 脂 類 そ の 他 を 材 料 と す る
も の で あ っ て も よ い 。 こ れ ら の 材 料 を 使 用 し 、 例 え ば 鋳 造 に よ り 第 １ の 部 材 Ａ お よ び 第 ２
の 部 材 Ｂ を 別 々 に 製 造 す る 。 そ の 他 、 プ レ ス 加 工 、 焼 結 等 様 々 な 方 法 で 製 造 す る も の で あ
っ て も よ い 。 ま た 、 中 心 部 分 と 外 周 部 分 と の 分 割 位 置 Ｄ は 、 複 数 枚 の 羽 根 （ 入 口 羽 根 １ １
ａ 、 出 口 羽 根 １ １ ｂ ） を 挟 む 前 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ａ 、 外 周 前 部 シ ュ
ラ ウ ド １ ５ ｂ ） お よ び 後 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ａ 、 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド
１ ６ ｂ ） の 部 分 の 任 意 の 位 置 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ う し て 別 々 に 製 造 し た 第 １ の 部 材 Ａ と 第 ２ の 部 材 Ｂ は 、 例 え ば 接 着 剤 に よ り 接 合 し 一 体
の 羽 根 車 と す る 。 接 合 方 法 は 、 他 に 、 溶 着 、 圧 接 、 溶 接 、 焼 き ば め 、 冷 や し ば め や 、 接 合
部 分 を ネ ジ 加 工 す る こ と に よ る ネ ジ 接 合 等 の 機 械 的 接 合 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 １ の 部 材 Ａ は 、 回 転 軸 Ｃ の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る ３ 枚 の 入 口 羽 根 １ １ ａ と 、 こ れ
ら ３ 枚 の 入 口 羽 根 １ １ ａ を 回 転 軸 方 向 の 前 後 か ら 囲 ん で 各 入 口 羽 根 １ １ ａ 間 に 内 周 側 の 羽
根 入 口 １ ２ か ら 分 割 位 置 Ｄ ま で の 入 口 羽 根 通 路 １ ４ ａ を 形 成 す る 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５
ａ お よ び 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ａ と 、 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ａ の 内 周 に 連 設 さ れ 羽 根
入 口 １ ２ を 回 転 軸 方 向 の 前 方 に 向 け 開 口 さ せ る 羽 根 車 目 玉 １ ７ と 、 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １
６ ａ の 内 周 側 に 連 設 さ れ た 羽 根 車 ボ ス １ ８ と が 一 体 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 第 ２ の 部 材 Ｂ は 、 回 転 軸 Ｃ の 周 り に 渦 巻 き 状 に 配 置 さ れ る ６ 枚 の 出 口 羽 根 １ １ ｂ と
、 こ れ ら ６ 枚 の 出 口 羽 根 １ １ ｂ を 回 転 軸 方 向 の 前 後 か ら 囲 ん で 各 外 周 羽 根 １ １ ｂ 間 に 分 割
位 置 Ｄ か ら 最 外 周 の 羽 根 出 口 １ ３ ま で の 出 口 羽 根 通 路 １ ４ ｂ を 形 成 す る 外 周 前 部 シ ュ ラ ウ
ド １ ５ ｂ お よ び 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ｂ と が 一 体 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 例 で は 、 第 １ の 部 材 Ａ と 第 ２ の 部 材 Ｂ の 分 割 位 置 Ｄ は 、 図 １ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、
羽 根 （ 入 口 羽 根 １ １ ａ と 出 口 羽 根 １ １ ｂ ） の 部 分 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド
１ ５ ａ と 外 周 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ｂ ） の 部 分 、 後 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６
ａ と 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ｂ ） の 部 分 の 全 て で 径 方 向 の 同 じ 位 置 で あ る 。 な お 、 こ の 分
割 位 置 Ｄ は 、 図 １ の （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 後 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ａ と
外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ｂ ） の 部 分 に 段 差 の あ る も の で あ っ て も よ く 、 図 １ の （ ｄ ） に 示
す よ う に 、 第 ２ の 部 材 Ｂ の 後 部 シ ュ ラ ウ ド の 部 分 の 背 面 に 当 て 板 １ ９ を 設 け る も の で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 １ の 部 材 Ａ と 第 ２ の 部 材 Ｂ は 、 図 １ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ３ 枚 の 入 口 羽 根 １ １ ａ と ６
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枚 の 出 口 羽 根 １ １ ｂ が 分 割 位 置 に お い て 相 互 に 周 方 向 に ず れ た 配 置 と な る よ う 組 み 付 け る
。 こ う し て 組 み 付 け た 状 態 で 、 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ａ と 外 周 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ｂ 、
中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ａ と 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 段 差 な く つ な が り 、
入 口 羽 根 １ １ ａ と 出 口 羽 根 １ １ ｂ を 囲 む 前 部 シ ュ ラ ウ ド お よ び 後 部 シ ュ ラ ウ ド を 構 成 す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 こ の 例 で は 、 第 １ の 部 材 Ａ の 各 入 口 羽 根 １ １ ａ は 、 内 周 側 端 部 が 回 転 軸 線 に 対 し
ね じ れ つ つ 羽 根 車 目 玉 １ ７ ま で 張 り 出 す ね じ れ 形 状 と し 、 第 ２ の 部 材 Ｂ の 各 出 口 羽 根 １ １
ｂ は 、 ね じ れ の な い 通 常 の 羽 根 形 状 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 こ の 例 で は 、 第 １ の 部 材 Ａ に 設 け た 入 口 羽 根 １ １ ａ が ３ 枚 で 、 第 ２ の 部 材 Ｂ に 設 け
た 出 口 羽 根 １ １ ｂ が ６ 枚 で あ る が 、 入 口 羽 根 １ １ ａ の 枚 数 及 び 出 口 羽 根 １ １ ｂ の 枚 数 は 適
宜 変 更 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
入 口 羽 根 １ １ ａ の 羽 根 数 は 少 な く し 、 例 え ば ２ ～ ４ 枚 と す る の が 好 適 で あ る 。 ま た 、 出 口
羽 根 １ １ ｂ は 、 入 口 羽 根 １ １ ａ よ り 羽 根 数 を 多 く す る の が よ い 。 特 に 、 入 口 羽 根 １ １ ａ の
羽 根 数 と 出 口 羽 根 １ １ ｂ の 羽 根 数 は 、 入 口 羽 根 通 路 １ ４ ａ か ら 流 出 す る 液 体 が 大 き な 抵 抗
な く ス ム ー ズ に 出 口 羽 根 通 路 １ ４ ｂ に 流 入 す る よ う 配 置 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う に 入 口 羽 根 １ １ ａ の 羽 根 数 を 少 な く す る こ と に よ り 、 羽 根 入 口 １ ２ の 入 口 面 積 の
減 少 を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 製 造 が 容 易 と な る 。 ま た 、 入 口 羽 根 １ １ ａ を 内 周 側 端
部 が 回 転 軸 線 に 対 し ね じ れ つ つ 羽 根 目 玉 部 ま で 張 り 出 す ね じ れ 形 状 と す る こ と に よ り 、 羽
根 数 が 少 な く て も 吸 い 込 み 性 能 が 確 保 で き る 。 そ し て 、 出 口 羽 根 １ １ ｂ の 羽 根 数 を 多 く す
る こ と で 、 発 生 揚 程 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 入 口 羽 根 １ １ ａ と 出 口 羽 根 １ １ ｂ の 枚 数 を 異 な ら せ 、 分 割 位 置 に お い て 相 互 に 周 方
向 に ず れ た 配 置 と す る た め 、 羽 根 設 計 の 自 由 度 が 大 き く 、 特 に 、 圧 力 を 発 生 す る 出 口 羽 根
１ １ ｂ を 多 く し 、 ま た 、 羽 根 出 口 角 を 大 き く し て 、 発 生 揚 程 を 増 大 さ せ る よ う に で き 、 そ
の 分 、 羽 根 出 口 幅 を 大 き く 取 る 設 計 と す る こ と が で き 、 ま た 、 羽 根 車 外 径 を 小 さ く す る こ
と が で き て 、 鋳 造 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 こ の 羽 根 車 は 、 外 周 部 分 を 構 成 す る 第 ２ の 部 材 Ｂ を 、 羽 根 数 、 羽 根 出 口 幅 、 羽 根 出
口 角 の 少 な く と も い ず れ か 一 つ を 異 な ら せ て 複 数 種 用 意 し 、 要 求 さ れ る ポ ン プ 性 能 に 応 じ
て そ の い ず れ か 一 種 を 選 択 し 、 中 央 部 分 を 構 成 す る 第 １ の 部 材 Ａ と 組 み 合 わ せ 、 一 体 化 す
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 図 １ の 例 で は 、 羽 根 （ 入 口 羽 根 １ １ ａ 、 出 口 羽 根 １ １ ｂ ） 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心
前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ａ 、 外 周 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ｂ ） お よ び 後 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 後 部 シ
ュ ラ ウ ド １ ６ ａ 、 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ｂ ） の 分 割 位 置 が 全 て 径 方 向 の 同 じ 位 置 で あ る
が 、 こ の 分 割 位 置 Ｄ は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 、 羽 根 （ 入 口 羽 根 １ １ ａ と 出 口 羽 根 １ １
ｂ ） と 、 前 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ａ と 外 周 前 部 シ ュ ラ ウ ド １ ５ ｂ ） と 、
後 部 シ ュ ラ ウ ド （ 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ａ と 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド １ ６ ｂ ） と で 異 な る 任
意 の 位 置 に 設 定 し て も よ い 。 こ の よ う に 分 割 位 置 Ｄ を 部 位 に よ り 異 な る 任 意 の 位 置 に 設 定
す る こ と は 、 特 に 、 セ ラ ミ ッ ク 、 焼 結 （ メ タ ル イ ン ジ ェ ク シ ョ ン モ ー ル ド ） 等 で 有 効 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
以 上 、 実 施 の 形 態 の 一 例 と し て 、 片 吸 い 込 み 式 ポ ン プ の 羽 根 車 の 場 合 を 説 明 し た が 、 本 発
明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 両 吸 い 込 み 式 ポ ン プ の 羽 根 車 に 適 用 す る こ と も 勿
論 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 羽 根 車 を 任 意 の 位 置 で 径 方 向 に 同 心 二
つ 割 り と し た 二 つ の 部 材 で 構 成 す る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 部 材 に お い て 通 路 長 を 短 小 化
で き る と と も に 通 路 形 状 を 単 純 化 す る こ と が で き て 、 鋳 造 等 に よ る 羽 根 車 の 製 造 が 容 易 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ し て 、 本 発 明 の 羽 根 車 は 、 中 心 部 分 の 羽 根 数 を 少 な く し 、 ね じ れ 形 状 と す る こ と に よ り
、 製 造 容 易 と し 且 つ 吸 い 込 み 性 能 を 確 保 す る こ と が で き る と と も に 、 外 周 部 分 の 羽 根 数 を
多 く し て 、 ポ ン プ 効 率 を 高 め 、 発 生 揚 程 を 大 き く す る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 羽 根 車 は 、 中 心 部 分 の 羽 根 と 外 周 部 分 の 羽 根 の 枚 数 を 異 な ら せ る と と も に
分 割 位 置 に お い て 相 互 に 周 方 向 に ず れ た 配 置 と す る こ と に よ り 、 羽 根 設 計 の 自 由 度 が 大 き
く な る 。 そ し て 、 圧 力 を 発 生 す る 外 周 部 分 の 羽 根 数 を 多 く し 、 ま た 、 羽 根 出 口 角 を 大 き く
し て 、 発 生 揚 程 を 増 大 さ せ る よ う に で き 、 そ の 分 、 羽 根 出 口 幅 を 大 き く 取 る 設 計 と す る こ
と が で き 、 ま た 、 羽 根 車 外 径 を 小 さ く す る こ と が で き て 、 鋳 造 等 に よ る 製 造 が 容 易 と な る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 羽 根 車 の 子 午 断 面 図 （ ａ ） 、 前 部 を カ ッ ト し た 平 面 図 （ ｂ
） 、 接 合 部 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 他 の 例 を 示 す 羽 根 車 の 子 午 断 面 図 （ ａ ） お よ び 前 部 を カ ッ
ト し た 平 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 羽 根 車 の 子 午 断 面 図 （ ａ ） お よ び 後 部 構 成 要 素 の 平 面 図 （ ｂ ） で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ａ 　 入 口 羽 根
１ １ ｂ 　 出 口 羽 根
１ ２ 　 羽 根 入 口
１ ３ 　 羽 根 出 口
１ ４ ａ 　 入 口 羽 根 通 路
１ ４ ｂ 　 出 口 羽 根 通 路
１ ５ ａ 　 中 心 前 部 シ ュ ラ ウ ド
１ ５ ｂ 　 外 周 前 部 シ ュ ラ ウ ド
１ ６ ａ 　 中 心 後 部 シ ュ ラ ウ ド
１ ６ ｂ 　 外 周 後 部 シ ュ ラ ウ ド
１ ７ 　 羽 根 車 目 玉
１ ８ 　 羽 根 車 ボ ス
Ａ 　 第 １ の 部 材
Ｂ 　 第 ２ の 部 材
Ｃ 　 回 転 軸
Ｄ 　 分 割 位 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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